
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

戸田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ゆるぷらっとフォーム.Well-being-らぼ） 

 

②活動拠点 戸田市立戸田第一小学校および後谷町会館 

③活動範囲 戸田市内 

④組織体制 

 

   7 人 人 

学校サポーター（家族・子育て支援員、保育士、幼保英語講師、PTA・子ど

も会役員、心理カウンセラー） 

 

⑤活動開始年度 令和 2 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

戸田市教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習担当 

（TEL）048-441-1800（内線 308） （E-mail）kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

具体的な活動内容】 

①就学前からの子ども・家庭サポート 

外国籍の家庭など、就学前から支援が必要な家庭に対し、サポートを行



う。学校の就学前健診や保護者説明会に参加し、保護者や子どもへのサ

ポートを行う。 

 

②授業支援 

学校サポーターとして授業に参加し、子どもたちに近い存在として関わり

ながら、日々の様子を知ったり悩みや困りごとをいち早くキャッチする。 

 

③地域活動のサポート 

児童の PBL などの学びのために学校と地域を繋ぐサポートや地域活動

の際の見守りサポート、イベント運営や企画を行う。 

 

④後谷町会館での多世代交流の居場所づくり 

月に４回程度、地域の子どもと大人が交流できる居場所を設営する。 

おやつの提供、学習支援など。 

不登校、登校渋り、発達に関することや日々の子育てで感じている様々

な悩みや心配事を気軽に立ち寄って雑談しながら緩やかに繋がるきっかけ

をつくる。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

①不登校気味だったお子さんが、親御さんと学校との信頼関係が築けたこ

とで登校できるようになった。家庭と学校それぞれの様子を共有しやすくな

ったことで、その子に最適なサポートを見つけやすくなった。 

②子どもに関わる大人たちが「教育」と「福祉」について学びながら、情報交

換・意見交換をする機会が増え、よりよい学校・地域づくりのために当事者

意識を持って参加することが増えた。 

③外国籍の家庭など、コミュニケーションがとりづらかったり、就学に不安が

ある保護者のサポートができた。 

④日々の学校現場の事実を見て気づくことで「チーム戸一」として最新の課

題に向き合う大人のチーム力が上がった。 

⑤学校の近くにある地域の町会館で居場所づくりをはじめたことで学校と地

域の繋がりが自然と持てるように展開できている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （埼玉県社会福祉協議会、戸田市社会福祉協議会による助成金） 

 


